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③学校と家庭
の課題

01 家庭等に
おける学習習

慣の定着

学校以外で学習を行う習慣が
ない生徒の増加が懸念され、
学校の授業以外で学習を行う
ことに対する指導等が学校・家
庭の共通の課題となっている。

R5年度から地域未来塾事業を実施

R6年度に引き続き、放課後等において、学
習支援教室を開設する。学習支援員には、
大学生や教員OB等の地域住民の協力によ
り、14名程度配置し、隔週1回程度の学習支
援教室を実施する。

学校以外での学習習慣が身に
つくとともに、学校との連携によ
り生徒の個性に応じた学習支援
を行うことにより、学習への意欲
と基礎学力を向上させ、教員の
学習指導の負担軽減を図る。

学力調査偏差値（数
学）（町学力調査　12
月実施）
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02　本
年度
の目

標値を
下回
り、取
組の
工夫・
改善
が求

められ
る

・昨年よりも参加生徒が飛躍的に増加し、学習支援員のサ
ポートが行き届かなかったり、机の配置に余裕がない環境か
ら、集中力が続かない生徒が多数見られたため、次年度は
学習サポーターの増員を図り、教室の分散等を検討する。
・生徒に年齢的に近い、大学生サポーターとのコミュニケー
ションを通じて、目標意識が高まり、教室への参加意欲の向
上が見られた。また、ALTとの英会話を目的に教室に参加す
る生徒も複数見られ、英語への学習意欲の高まりがみられ
た。
・社会福祉協議会や子ども食堂を運営するNPO法人等から、
毎回、おにぎりや飲み物などの差し入れが届けられるなど、
支援の輪が広がり、未来塾を通じて地域学校協働活動への
理解が深まった。

https://www.town.higashisonogi
.lg.jp/soshiki/higashisonogichok
yoikuiinkai/shakyou/3138.html

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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